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あらまし 
従来、自然独占産業であったネットワーク産業に新規参入が行われ、競争が導入されるようになった。し

かし、寡占市場では市場支配力が問題となる。以下では市場支配力を抑制するための政策メニューを定量的

に測定し、政策評価を行うのに役立つモデル分析手法について紹介する。 
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1. はじめに 
従来、自然独占産業であった電気通信、電力、ガスなど

のネットワーク産業は規制改革の世界的潮流のもとで競争

が導入され、寡占市場が形成されるようになった。しかし、

寡占市場では市場支配力の程度や規制の効果が問題となる。

市場支配力を抑制し、政策評価を行うため、政策メニュー

とその効果を定量的に把握することが必要である。そのた

めモデル分析が用いられる。モデル分析手法には２つの代

表的なタイプがある。 
第 1は数理計画モデル（Mathematical Programming, MP
モデル）による社会的余剰分析である。第 2はシステム・
ダイナミックスモデル（System Dynamics, SDモデル）に
よるシミュレーション分析である。以下ではそれぞれのモ

デルを電気事業に適用した例について紹介する。 
 

2. GAMS（数理計画モデル）とは 
電力自由化の進展に伴い、地域独占産業であった電気事

業に新規発電業者が参入し、寡占市場が誕生するようにな

った。そこで、寡占的卸電力市場で、経済厚生がどのよう

に変化するかを、数理計画モデルを用いて定量的に推定す

る。このモデルは消費者余剰と生産者余剰の合計である社

会的総余剰を最大化するモデルである。 
電力においては、需要は時間ごとに大きく異なり、１年

8760時間を通じて変化する。この需要を 1時間毎に高い順
から並べたグラフが負荷持続曲線である。電力企業は生産

者余剰を最大化する過程において、電力供給システム全体

における総費用の最小化を達成しながら、与えられた電力

需要(負荷)をまかなうという行動をとるものとしてモデル
化している。モデルは制約条件付き非線型の最大化問題を

解くので、GAMS プログラム(General Algebraic Modeling 
System)  を採用する。 

GAMS は複雑かつ大規模な数理計画（Mathematical 
Programming）および最適化（Optimization）問題を解くた
めのモデリングシステムである。GAMS の特徴は第１に、
非線型計画、つまり制約式や目的関数が一次式以外でも解

くことができることである。第２に、GAMS には
GAMS-IDEというエディターがついており、プログラム編
集のための簡便なソフトを用いることにより、容易にテキ

ストベースでプログラムを記述することができることであ

る。このソフトは、元来は、発展途上国の経済分析を行う

ため世界銀行で開発されたが、現在はGAMS Development 
Corporationが開発・管理・販売を行っている。同サイトに
は GAMS モデルのライブラリーが多数納められている。 
７０年代の石油危機以降に一世を風靡したアラン・マン教

授（スタンフォード大学）のETA-MACROモデル（エネル
ギー経済モデル）などが利用可能である。GAMSモデルの
デモ版は変数や制約式が制限されているものの、無料なの

で試してみることをお勧めする。 
GAMSには、解くべき問題の種類に応じてソルバーと呼
ばれるシステムがある。非線形計画問題には CONOPT や
MINOS 等が用いられる。ただし、各ソルバーは別料金と
なっているので、数種類そろえるとかなりコストがかさむ。

これは統計ソフトの SPSS と同様の事情によるものであろ
う。 

 

3. 寡占的市場モデル 
寡占市場は、支配的企業とフリンジ企業から構成されて

いるものとする。支配的企業を既存の電気事業者とし、フ

リンジ企業を新規参入企業とする。支配的企業の市場支配

力は市場需要の価格弾力性、フリンジ企業の供給の価格弾

力性、限界費用の３つの要因から決定される。つまり、市

場需要の価格弾力性、フリンジ企業の供給の弾力性、およ

び限界費用の各要因が小さければ小さいほど、市場支配力
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は大きくなる。 
市場支配力の分析にあたっては、ゲーム論的アプローチ

が有効である。いま、k1 、k2は推測変分で、∂q２/∂q1＝k1、

∂q１/∂q２＝k2 とする。∂q２/∂q1は企業１の企業２に関す
る推測変分（企業１が生産を変化させることにより、ライ

バル企業２がどれだけ生産を変化させるかを、企業１が推

定する）である。クールノー均衡では推測変分は存在しな

い、つまり、k1 はゼロとして分析を行う。ベルトラン均衡

では、企業２は企業１の生産の変化を相殺するように生産

を変化させる競争的企業とする、つまり推測変分 k2の値は

－１となる。 
市場支配力の抑制政策として、フリンジ企業の参入、電

力会社の分割、長期契約の導入の 3つが考えられるが、ク
ールノー均衡、ベルトラン均衡における社会的余剰の大小

と価格(ピーク時、オフピーク時)の高低比較を行い、政策
評価を行うことができる。(富田［2007」、金本他［2006］
参照。］ 

 

 

4. システム・ダイナミックス（SD）モ
デル 

SD はMBA教育のツールとしてビジネススクールで活用さ

れている。MITの Sterman はBusiness Dynamicsと呼び、同

じくMITの Senge は Microworlds と呼び、London 

Business Schoolの Warren は Strategy Dynamicsと呼んで

いるが、いずれもSDを用いた経営シミュレーションツール

である。(富田｢2003｣) 

SDは元来、 MITの Forresterが1961年に、Industrial 

Dynamicsという書物を著して以来、50年近い歴史を持つが、

ローマクラブが『成長の限界』で地球環境問題と経済成長

との関係を数量的に明らかにし、一躍有名となった。 

電力市場モデル(The Electricity Markets Microworld)

はロンドン・ビジネス・スクールのVlahos教授の開発した

システム・ダイナミックスによる英国電力自由化市場のシ

ミュレーションモデルである。(富田｢2000｣) 発電部門は

既存業者、独立系発電業者（Independent Power Producer, 

IPP）、新規参入業者の三者が競争する。新規参入業者は天

然ガスによるCCGTプラントで参入する。他方、既存業者は

安い石炭火力から石油火力プラント、およびオープン・サ

イクル・ガス・タービン(OCGT)プラントを所有している。 

このモデルの特徴は、一つのモデルで、既存業者、新規

参入業者、規制当局の３つの役割を演じる（意思決定する）

ことによって、政策実験のプロセスを学習することができ

る点である。ある役割を演じている間、他の役割はモデル

が既定値(default)を与える。発電業者（既存、新規とも）

の意思決定項目は、設備容量の決定と入札価格の決定であ

る。規制当局は停電コストの値と既存業者のプラント譲渡

額を決定する。発電業者は意思決定に当たって、自社の株

価（企業価値）が最大になるように行動する。モデルには

簡単なバランスシートが組み込まれており、株価を計算す

る。株価を高めるためには、短期利益と、長期的なマーケ

ット・シェアの維持・成長とをバランスさせることが重要

である。モデルには１ヶ月分(７２０時間)の負荷持続曲線

が組み込まれている。ベース負荷からピーク負荷までどの

業者のどの種類のプラントが稼働中か、また、その限界価

格はいくらかが、すべてモデル上に表示されるのもユニー

クな点である。 
 

5. むすび 
公共政策において、どのような政策を行ったらどのよう

な効果が得られるのか、ということをあらかじめ想定して

おくことは重要である。しかし、ある政策をとったら、ど

れくらいの効果が得られるのかということを数量的に測定、

または推定し、いくつかのメニューから最適と思われる政

策を決定することは通常、なかなか困難である。そこで、

そのような政策評価を出来るだけ、コンシステントにかつ

定量的に分析するためにはモデル分析は欠かせない手段で

ある。 
本稿では、寡占市場の市場支配力を抑制するための政策

メニューを提示し、社会的余剰や企業価値最大化を指標と

する政策評価を行うための数理計画モデルと SDモデルに
ついて紹介した。そして、ゲーム論的アプローチとこれら

のモデルを組み合わせて、寡占の市場支配力に関する政策

分析が有効に行えることを示した。院生諸君がこのような

モデル分析手法を活用して修士論文を完成されることを期

待して筆を置くことにする。 
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